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は じ め に

テ フ ラ鍵層の認定は､ 地層の 正確な層準や年代の

決定, さらには他の地域の地層との対比にと っ て極

めて重要な役割を果た してきた｡ 新潟地域において

も
､
上部鮮新続か ら下部更新統( 西山層 - 魚沼層群)

中の テ フ ラ鍵層に つ い て は, 多く の記載が蓄積さ

れ
､
また広域対比が行われてきた｡ しか し､ 新潟地

域にお いて ､ 西山層の下位に位置する下部鮮新統柱

谷層の テフ ラ層に つ い ては､ 地域的な記載が蓄積さ

れてい るもの の ､ 全体的な整理が行われて おらず,

また新た なテ フ ラ鍵層が見出される可能性もある｡

そ こで今回､ 新潟堆積盆 中央部の 中央 ･ 西山油帯に

おける椎谷層中の20 数層の テ フ ラ層序を記載 ･ 確立

し, また新たに火山 ガラス の化学組成を検討した｡

さらに これらの結果にもとずい て
､
鮮新世前期の

テ フ ラ層の特徴と火山活動の変遷を検討した｡

Fi g ･1 ･ L o c a ti o n of th e ( A ) G o m o t o R iv e r r o u t e in th e N i shi y a m a O il F ield a n d ( B) S hi m o aid a a n d J o r a k uji r o u t e s

in th e C h u o O il Fi eld
,
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al s o s h o w n ( M a p s of A an d B a r e a ft e r 1 :2 5 , 0 0 0 r T e r ad o m a riJ , rl z u m o z a kiJ an d r N i sh iy a m a J b y

G e o g r a p hi c al S u rv e y I n stit u t e o f J a p a n) .



新潟県中央 ･ 西山油帯における椎谷層 (下部鮮新統) のテ フ ラ層序と火山活動の変遷

本研究を行うに あたり､ 産業技術総合研究所の徳

橋秀 一

さんには郷本川ル ー トの テ フ ラ層に つ い て,

ご教示い ただいた. また三条市立大崎中学校の樋 口

裕也 さ4 j と長岡市立川崎小学校の坂井
-

さんに は

種 々 ご教示い ただい た｡ 以上の方々 に厚くお礼申し

あげます｡ なお本研究の 一 部に文部科学省科学研究

費補助金基盤研究 (C) ｢広域テ フ ラ による日本列島

中 新統 - 下 部 更 新 統 の 精密 対 比｣ (琴題 番 号

1 2 6 40 4 4 0 : 研究代表者黒川勝己) を使用 した｡

地 質 層 序

西山油帯たおいて は, 椎谷層は下位の寺泊層に整

合に重なり ､ 浜忠層.(砂泥互層) に整合に覆われる｡

主と して 砂泥互膚よりなり, 模式地 である西 山油帯

南部の柏崎市観音岬(椎谷岬) 周辺 では層厚約1 3 0 0 m

で最も厚いが､ そ の 周辺ではテ フ ラ層がはとんど見

出されない ｡ 椎谷層の層厚は北方に向か っ て薄くな

り ､ 西山油帯北部の寺泊町郷本川ル ー ト ( Fi g . 1 )

で は層厚約300 m と なるが､ 数多くの テ フ ラ層が見

出され る｡

中央油帯で は椎谷層は泥岩優勢砂泥互層ない し泥

岩層からなり ､
西 山層 (主 として泥岩層) に整合に

覆われる. 模式ル - トの 出雲崎町下相田や常楽寺ル

ー ト( Fi g . 1 ) で は, 層厚36 0 m 前後で , 勢多くの テ フ

ラ層が見出される｡ なお寺泊層と椎谷層め境界は寺

泊層最上部の 夏戸バ ミス 質テ フ ラ層 ( N d p) の 上阪

に置かれる ( 黒川はか ,
198 7) ｡ こ の年代は花方はか

( 20 0 1) に よる微化石層序の検討か ら約5 . 3 M a と考

え ら れ
､
お お む ね 中新統 一鮮 新統 境界 の 年 代

(5 . 3 2 M a) ( H ilg e n , 1 99 2) と
一 致する｡ 中央油帯に

お いて､ 上位の西 山層との境界は中永青灰色ガラス

質テ フラ層 ( C b g) 直上の 泥岩層ゐ下限とした ( 黒

川 は か ,
1 9 8 9) ｡ こ の 層準の年代を正確に 見積もる

デ -

タはないが上位の テ フ ラ層の年代か ら考えて ､

後述の よう に 椎谷層と西 山層の 境界は おお よそ

4 . 3 M a と推測される｡ したが っ て , 椎谷層は約100

万年間に堆積した地層で､ 鮮新統の下部 - 中部に相

当する｡ なお, 新潟標準層序に おいて , 浮遊性有孔

虫化石層序を用 いて 定められて い る椎谷階と西山階

の境界は, 地表地質に
-

おける上述の境界よりも数十

万年以上新しく(おおよそ3 . 5 M a) ( K ur o k a w a e t al. ,

20 0 2) ､ 西 山油帯にお ける浜忠層と西 山層の境界付

近に相当する｡ 中央油帯と西山油帯( 郷本川 ル ー

ト)

で 地層の 厚さをく らべ ると, K m - 1 テ フ ラ 層より

下位の椎谷層は中央油帯の方が厚く ､
K m - 1 より上

3

位は西山油帯の方が厚い ｡ また郷本川ル ー トでは､

断層の ため に地層 の繰り返 しが見られる (
(

徳橋は

か
,
1 9 9 9) 0

中央 ･ 西山油帯における椎谷層の テ フ ≠層の記載

は.鈴木はか (19 74) に 始ま.
り

,
これまで 黒川は か

.(1 9 8 7) に よる西 山油帯北部地域､ 黒川 ･ 丸山 ･ 沢

粟 (1989) -に よる中央油帯北部,
黒川 ･ 沢粟 (1 990)

に よる 中央油帯中央部､ 黒川 ･ 石 山 ･ 藤原 ･ 渡部

(1 9 9 2 a)
､
に よる西 山油帯､ 黒川 ･ 中島 ･ 林 (1 9 9 2 b)

に よる中央油帯南部の それぞれの地 域, それ に 徳

橋 ･

石原 ･ 宮田 (1999) に よる寺泊町郷本川 ル
ー

ト

の テ フ ラ層の報告などがある｡ 他地域との テ フ ラ層

の 対比に つ い七は, 目下の と ころ椎谷層の鹿島明神

1 ( E m - 1 ) が佐渡島中山層上部の中山三段テ フ ラ

層
シ

( N k m ) に 対比された
一 例 (黒川 ･

貫田､ 1 9 9 5)

.があるのみ である｡ 椎谷層に は広域テ フ ラ層と予測

されるもの が少なからず見出されるが , 今後の広域

対比の検討に本報告がその基礎データと しても活用

される ことが期待される｡

中央 ･ 西山油帯の 椎谷層の テフ ラ層

今回の調査地域にお ける椎谷層の テ フ ラ層をFig .

2 に 示した ｡ 以下に ､ 今回検討したテフ ラ層の層準

･ 分布 ･ 産堺､ 記載岩石学的特徴に つ い て下位の テ

フ ラ層より順 に記述する｡ なお記載岩石学的特徴の

検討は 1 / 8 - 1 /1 6 m の構成粒子に つ い て行い ,

ガ ラ ス の形状に つ い ては吉川 (1 9 76) の 分類に準じ

た ｡ E P M A 分析は新潟大学自然科学研究科の 日本電

子製J X A 8 6 0 0 型を用 い ､ 加速電圧1 5 k e V , ･試料電流

1 . 3 Ⅹ1 0~
8
A
,
ビ ーム径はおお よそ2Q Ll m で行い , 捕

正計算はo x id 6 Z A F 法に よ っ た. なお 分析値は各酸

化物の総計を1b o % に換算して, 重量% で示 した.

l . 郷本バ ミス 質テフ ラ群( Gt p) (黒jrf8まか,
1 98 7)

〔模式地〕 寺泊町郷本川 ル ー ト

〔層準 ･ 分布 ･ 産状〕 模式地では,
､
寺泊層と椎谷層

の境界とされる夏戸バ ミ ス 質テ フ ラ層
.
( N d p) (黒川

はか
,
1 9 8 7) の 上限より約30 m 上位の椎谷層基底部に

挟在する｡ 全 層厚1 0 m 程度 の バ ミ ス 質の テ フ ラ層

( G tp A) で , 単層厚4 0 c m か ら 4 m 程度の 多くの ユ

ニ ッ ト か ら構成され る(F ig . 3 ) ｡ 中央油帯で は出雲

崎町常楽寺ル - トや柏崎市曽地 など､ 小木ノ城背斜

軸部に そ っ て椎谷層下部に見られ, 全層厚 1 - 3 m

程度で ある. 常楽寺ル ー

ト で は瓦m - 1 の 約3 0 0 m 下

位｡
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Fi g .3 . Fi eld o c c u r r e n c e of th e G t p T e p h r a B e d s at G o m ot o , T e r a d o m a ri T o w n i n th e

N is bi y a m a O il Fi eld .
T ot al 也i ck n e s s is ab o u t I o n .

Fi g .4 . C o m p o n e n t s of th e G t p T e p h r a at G o m o t o i n 3
- 4 め f r a ctio n ( th e w id th of th e

p h o t o g r a p h i s 1 .2 m m . T h e p h o t o w a s t a k e n r o t a t in g th e u p p e r n ic o1 3 0
o

fr o m th e

c r o s s ed p o sitio n . T h e fo 1lo w in g p h ot o g r a p h s w e r e t ak e n un d e r th e s am e c o n diti o n s) .

5
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F i g .6 . C o m p o n e n t s of 也e M k p T e p h r a a t G o m o t o . B u b b le -

j u n ctio n t y p e gl a s s sh a rd s a r e

c b a r a c t e ris ti c .
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〔記載岩石学的特徴〕 ガラス は種々 の形態の ものが

混在する ( Fi g . 4 ) ｡ や や多くの褐色ガラス を含む ｡

有色鉱物は御方輝石 ､ 鉄鉱物, ホ ル ン ブ レ ン ドが多

く
,
黒雲母j 単斜輝石 ､

ジル フ ンを含むo

〔火山ガラス の化学組成〕 測定点は少ないが ,
Fi g .

.

7 に 示 したように ､
S i O 2 が78 % 程度,

F e O が1 . 6 % 程

度､
C a o が1 . 4 % 程度､ N a 2 0 が2 . 9 - 3 . 2 % 程度､

K 2 0

が3 . 5
- 3 . 7 % 程度の値を示す｡

2 . 水戸黄門軽石群 ( M k p) ( 徳橋はか ､
1 9 9 9)

〔模式地〕 寺泊町郷本川 ル ー ト

〔層準 ･ 分布 ･ 産状〕 模式地で はG tp の 約1 5 m 上位｡

黒川はか (1 9 8 7) の G tp B に含まれる｡ 全層厚約 3 m

(Fi g . 5 ) で､ 基底の M 由一1 (格さん) は層厚約1 m ､

中位の M k p- 2 ( 助さん) は層厚約9 0 c m , 上位の M k p

- 3 (黄門さま) は層厚5 5 c m ｡ それぞれ径 1 - 2 c m

程度の バ ミ ス を含むテ フ ラ層であるo M k p は郷本の

東方約 1 k m の 寺泊町 火生石 の B i p a (黒川 はか ,

19 8 7) に相当 し, ま た郷本の 北東約 6 k m の寺泊町

幕島北方1 2 0 m の県道ぞいでも見られる｡

〔記載岩石学的特徴〕 いずれの ユ ニ ッ トもガラス は

b u b b le j u n ctio n 型と多孔質型が多い ( Fi g . 6 ) ｡ 少量

の高温型石英を含む｡ また少量 の珪質球額を含む ｡

有色鉱物は黒雲母が多く,
ホ ル ン ブ レ ン ドの はか斜

方輝石 , 鉄鉱物を含む ｡ 寺泊町幕島のもの やE ip a も

b u b b le ju n cti o n 型ガラ ス が多く､ 少量の褐色ガラ ス

と微量の 高温型石英を含む｡ またやや多くの珪質球

頼を含む｡ 有色鉱物は黒雲母とホ ル ン ブ レ ン ドを含

む｡

〔火山ガラス の化学組成〕 郷本川ル - トのもの も幕

島のものもFi g . 7 に 示すように , ほぼ同じ組成を示

す｡ K 2 0 は3 . 8 - 4 . 8 0/ o 程度である｡

3 . 常楽寺砂質バ ミス 賞テ フラ層( J s p) (小林はか,

1 99 3)

〔模式地〕 出雲崎町常楽寺ル - ト｡

〔層準 ･ 産状〕 後述のC pll
- 1 テ フ ラ層の1 2 5 m 程度下

位. 層厚1 2 0 c m . G t p の1 50 m 上位､
K m - 1 の1 50 m 下

位で ,
G t p とK m - 1 の ほぼ中間の層準に ある｡ 径1

c m 以下の バ ミ ス を含むテ フ ラ層で ､ 層厚1 3 0 c m ｡

〔記載岩石学的特徴〕 ガ ラ ス はT b , E b , C a 型 をは

じめ, 種 々 の形状の ものが混在してい る｡ 4 0 % 前後

の斜長石を含む ｡ 有色鉱物はホ ル ン ブ レ ン ド, カ ミ

ン グト ン閃石 , 斜方輝石 , 鉄鉱物のはか , 少量の黒

雲母 ､ 単斜輝石 ､
ジル コ ン を含む ｡

7

4 . 清水港軽石群 (S m p) (徳橋埠か ､
1999)

〔模式地〕 寺泊町郷本川ル
ー

ト

I〔層準.
･ 産状〕 水戸黄門軽石群 ( M k p) - の 約4 0 m 上

位
､
K m - 1 の4 5 m 下位｡ 全層厚約2 5 0 c m で ,

6
-

7

ユ ニ ッ ト か ら構成ざれる｡ 径 4 c m 程度まで の バ ミ

ス を含む( F ig . 8 ) ｡ そ の層準は郷本川ル ー ト におい

て､ G t p よりK m - 1 に近い こ とから常楽寺ル
ー トの

J s p よりも上位で あると考えられる｡

〔記載岩石学的特徴〕ガラス はやや薄手の H b , T b 型

が多い( Fi g . 9 ) ｡ 少量の 褐色ガラ ス を含む ｡ 1 5 % 前

後の斜長石と微量 の高温型石英を含む ｡ 有色鉱物は

黒雲母, ホ ル ン ブ レ ン ド､ 斜方輝石 ､ 単斜輝石 のは

か ジル コ ン を含む｡

〔火山 ガラス の 化学組成〕 Fi g . 7 に 示 したように､

K 2 0 は2 . 8 - 3 . 8 % 程度である｡

5 . ニ セオバ コ ガラス 質テ フ ラ層 (N o b) ( 黒川 は

か､ 19 8 9)

〔模式地〕 三 島町中永ル
-

ト｡

〔層準 ･ 分布 ･ 産状〕 椎谷層の砂泥互層ない しシ ル

ト層中に挟在し､ 模式地 の はか､ 出雲崎町大釜谷､

別ケ谷林道, 常楽寺 (道沿い) ､ 西山町甲戸など中

央油帯小木ノ城背斜西翼で よく連続する｡ 模式地 で

は 2 層組みの白色極細粒砂ない しシ ル トサイズの ガ

ラ ス 質 テ フ ラ 層 で､ 下位 の N o b - 1 は層厚1 0 c m ,

N o b
-

2 はその 上位80 c m に挟在し, 層厚1 3 c m ( F ig .

1 0) ｡ 出雲崎町下相田ル ー トでは K m 1 1 の 紛60 m 下

位に厚さ1 5 c m 程度の ブ ロ ッ ク状で 見出される｡ 常

楽寺ル ー ト の道沿い で はK m - 1 の約60 m 下位に見出

され, 層厚6 c m ｡

〔記載岩石学的特徴〕 いずれも多孔質型ガラ スが多

い (F ig . l l) ｡ 有色鉱物は黒雲母が多く, はか にホ ル

ン ブ レ ン ドと少量 の斜方輝石, 単斜輝石､ チタ ン 鉄

鉱を含む ｡

〔火山ガラス の化学組成〕 中永､ 下相田, 常楽寺ル

ー ト のN o b の 値をFi g . 1 2 に 示 した o これらはい ずれ

もよく 一

致し, K ; 0 は3 . 5
-

4 . 4 % 程度である.

6 . 下相田 a テフ ラ層 (Si m a) ( 新称)

〔模式地〕 出雲崎町下相 田ル ー

ト｡

〔層準 ･ 産状〕 出雲崎町 下相 田ル
ー ト に お い て

,

K m - 1 テ フ ラ層の 約5 0 m 下位に挟在する. 青白色ガ

ラ ス 質テ フ ラ層 で､ 層厚2 5 c m ｡ 紳粒砂サ イ ズか ら

極細粒砂 サ イズ に級化し, 平行 ラ ミ ナ が発達する

( Fi g . 1 3) ｡ 中永バ ミ ス ･ ラ ビリ質テ フ ラ層 ゾ
ー

ン

( C pl) 中の ｢凝灰質砂層｣ (黒川 はか , 1 9 8 9) に相
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新潟県中央 ･ 西山油帯における椎谷層 (下部鮮新統) の テ フ ラ層序と火山活動の変遷

Fi g . 8 . Fi eld o c c u r r e n c e of th e S m p T e p h r a B e d s at G o m ot o , T e r ad o m a ri T o w n ･ T o t al

th i c kn e s s i s ab o u t 2 5 0 c m .
P u mi c e cl a st s u p t o 4 c m a r e c o n t ai e d (l eft u p w a rd s) .

F ig . 9 . C o m p o n e n t s of 也e S m p T e p b r a a t G o m o t o . Fib e r a n d pl at y t y p e s o f g la s s sh a rd s a r e

ch a r a ct e ri stic .
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1 2 M e m . F a c . E d u c . & H u m a n S c i e n c e s .
,
N ii g at a U n i v " v ol .6 , n o . 1

Fi g .1 3 . Fi eld o c c u r r e n c e of th e S i m a T e p h r a B ed i n th e S hiiy a F o rm atio n at S h i m o aid a i n I z

u m o z ak i T o w n . T h e S i m a i s 2 5 c m thi ck a n d l am in at ed (le ft u p w a rd s) .

F ig .1 4 . C o m p o n e n t s of th e S i m a T e p b r a a t S hi m o aid a . V olc a n ic r o c k fr a g m e n t s a r e

c o n t ai n e d .



新潟県中央 ･ 西 山油帯における推谷層 (下部鮮新統) のテ フ ラ層序と火山活動の変遷

F ig .1 5 . Fi eld o c c u r r e n c e of th e C pll T e p h r a B ed s a t C h u ei. T h e t ot al th i c kn e s s o f th e C p n i s

m o r e th a n 1 2 0 c m . T h e C p ll
-1 T e p h r a B e d at b a s e i s 2 4 c m th ic k a n d c r o s s

-l am in a t ed .

Fi g .1 6 . C o m p o n e n t s of 也e C pll-1 T e p h r a at C h u ei . Pl a t y g l a s s s h a rd s a r e d o m i n a n t .

1 3



1 4 M e n . F a c . E d u c . & H u m a n S ci e n c e s .
,
N ii g a t a U n i v .

,
v ol .6

,
n o . 1

当すると考えられる｡

〔記載岩石学的特徴〕 50 % 程度の斜長石と1 0 % 程度

の 有色鉱物を含む ガラス結晶質テ フ ラ で
､
火山岩片

もかなり含まれる｡ 微量 の高温型石英を含む｡ ガラ

ス は多孔質型の はか ､ 種 々
｡

の もの が混在 して い る

( Fi g . 1 4) ｡ 有色鉱物は斜方輝石 と単斜輝石が多く
､

はかに ホル ン ブ レ ン ド､ 酸化ホル ン ブ レ ン ド
､ 黒雲

母 ､
ジ ル コ ン を含む ｡

7 . 中永バ ミス 質ラミネイチイ ツ ドテフ ラ層(C pII)

(新称)

〔模式地〕 三島町中永ル ー ト｡

〔層準 ｡ 分布 ･ 産状〕 椎谷層中部の 中永バミ ス ･ ラ

ビリ質テ フ
.
ラ層ゾ

ー

ン (C pl) ( 黒川はか､ 1 9 8 9) 中

に 挟在する｡ K m - 1 テ フ ラ層 の2 5 m 下位｡ 全層厚

1 2 0 c m 以上 ｡ 基底の ユ ニ ッ ト ( C plト1 ) の下部2 0 c m

は細粒砂かち 極細粒砂サ イ ズ に 級化 し､ 小型の

c u r T e n t ri p p16 な い しトラ フ 型の ラ ミ ナが 発達する

(F ig . 1 5) ｡
'
上部の 4 c m は シ ル トサイズ である｡ そ

の 上位に細粒砂 か ら極細粒砂サイ ズ に級化する ユ

ニ ッ ト ( 層厚 6
~
c m ) ( C pll- 2 ) が重なり､ 厚さ 2 ci n

の シ ル ト層を挟んで極細粒砂 サイズの ユ ニ ッ ト (層

厚 3 c m ) (C pll- 3 ) が重なる｡ さらに厚さ1 2 c m の シ

ル ト層を挟んで極細粒砂サイ ズの ユ ニ ッ ト (層厚8

c m ) ( C pl卜 4 ) とその直上に厚さ6 0 c m 以上の土 ニ ッ

ト ( C plト 5 ) が重なる｡ C pl卜 5 は細粒砂サイズの マ

ト ッ リク ス 中に径 1 - 2 m m 程度の バ ミ ス 片を含ん

で い るo 常楽寺ル ー ト で はK m - 1 の2 5 m 下位に C pll

- 1 が見られ ､ 層厚28 c m ｡

〔記載岩石学的特徴〕C p u - 1 の ガラ ス は偏平型が多

く
､ 平板状のもの もかなり見られる ( Fi g . 1 6) 0 5 %

程度の 斜長石 と微量の 高温型石英を含む ｡ 有色鉱物

は黒雲母が多く､
古まかに ホ ル ン ブ レ ン ドと斜方輝石

を含む｡ 常楽寺の もの も同様で ある｡ 中永の C pll-

5 もはぼ同様で あるが ､
C pll- 1 に比べ て多孔質型ガ

ラ ス と褐色ガラ ス が多く､ 黒雲母の は か斜方輝石が

多く含まれる｡

〔火山 ガ ラ ス の化学組成〕 中永と常楽寺ル ー ト の

C pl卜 1 の 値 をFig
･

. 1 2 に 示 した . K 2 0 は4 . 1 - 4 . 6 %

程度である｡

8 . 常楽寺ガラス結晶質テフ ラ層 ( J gl G) (新称)

〔模式地〕 出雲崎町常楽寺ル - ト｡

〔層準 ･ 産状〕 常楽寺ル ー ト で C pl卜 1 の 8
`

m 上位､

K m - 1 テ フ ラ層の1 7 m 下位 に挟在す る｡ 白色極細粒

砂 サイズの テ フ ラ層で ､ 層厚 2 c m ｡

〔記載岩石学的特徴〕 ガラ ス 質火山岩片がはとん ど

を占める｡ 少量 の褐色ガ ラス を含む ｡ 有色鉱物は少

ないが
, 単斜輝石や黒雲母が見られるb

9 ｣ 鹿島明神 1 テ フラ虐 ( K m - 1 ) (鈴木はか ,

1 97 4 : 黒川抜か ,
1 9 8 7)

〔模式地〕 寺泊町郷本の鹿島明神境内

〔層準 ･ 分布 ･ 産状〕 西 山油帯におい て は寺泊町夏

戸､ 後谷､ 郷本川を経て模式地 まで追跡され る｡ 郷

本川ル ー ト に おいては､ 椎谷層の基底か ら1 4 5 m 上

位 (徳橋はか ､
1 9 99) ｡ 中央油帯におい て は小木ノ城

背斜西異にお いて特に良く連続 し, 由雲崎町吉川か

ら下相田､ 常楽寺)レ
-

.トを経て ､ 柏崎市曽地峠西方

まで確認される (黒川はか､ 1989 ､ 199 2b) ｡ 小木ノ

城背斜東巽では､ 出雲崎町吉川か ら中永ル ー

トを経

て 三 島町蓮花寺の 奥まで 確認される｡ K m - 1 の産

状はい ずれの 地為でも 削ぎ類似 して い る｡ すなわ

ち､ K m - 1
ー
は青灰白色ない し白色の ガラス ない し結

晶ガラ ス 質テ フ ラ層セ､ 層厚1 5 - 3 5 c m 程度で ある｡

中永ル ー

ト で はK m - 1 は層厚2 5 c m ､ 瓦m - 2 はその

47 0 c m 上位に挟在し､ 層厚 2 c m o 下相田ル ー

トで は

層厚22 c m で , 基底の 7 c m は細粒砂サ イ ズか らシ ル

トサイ ズに級化 し､ 基底にホ ル ン ブ レ ン ドなどの有

色鉱物が濃集する ( Fi g . 1 7) ｡ 上部の1 5 c m は ､ 極細

粒砂ない しシル トサイズの ガラ ス 質火山灰である｡

〔記載岩石学的特徴〕ガラ ス はT b , T a 型 の多孔質型

が多いが(F ig . 18) , H b 型なども見られる｡ 少量の石

英を含む ｡ 有色鉱物はホ ルン ブレ ン ドが多く,
はか

に黒雲母､ 斜方輝石と少量の単斜輝石を含む ｡

〔対比〕 佐渡島の 中山層上部に挟在する中山 3 段テ

フ ラ層 ( N k m ) に対比される
_
( 黒川 ･ 富田､ 1 9 9 5) ｡

〔火山ガラス の化学組成〕 常楽寺ル - ト の K m - 1 と

佐渡島の N k m の 値 をF ig . 1 9 に 示 し た ｡
い ずれ も

A 1 2 0 3 が1 4 . 0 % 2 前後､ C a O が2 . 0 - 2 . 3 % などの特徴

を示す｡ ま
'
た以下に の べ るZ t g と は異なり､ ガ ラ ス

の組成 は明瞭な双峰性を示さない ｡

1 0 . 鹿島明神 2 テ フ ラ層 ( K m - 2 ) ( 黒川 はか ,

1 9 8 7)

〔模式地〕寺泊町郷本の 鹿島明神境内o 鈴木はか( 1

9 7 4) に よ っ て
､
K m テ フ ラ層のサ ブの テ フ ラ層とさ

れたもの に相当する｡

〔層準 ･ 分布 ･ 産状〕 鹿島明神 1 テ フ ラ層 ( E m -

l ) の は とん どの産出地点で その上位 2 - 5 m に 見

出される｡

極細粒砂 サイズか らシ ル トサイ ズに級化する白色
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cb a r a ct e ris ti c .
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Fi g .2 0 . F ield o c c u r r e n c e o f th e K m -2 T e p h r a B ed a t S hi m o ai d a . T h e K m - 2 is 4 c m th i ck (left

u p w a rd s) .

F ig . 21 . C o m p o n e n t s of 也e K m
- 2 T e p h r a a t S hi m o aid a . Fib e r a n d m i c r o p u m ic e t y p e g l a s s

s b a r d s a r e c h a r a c t e ri stic .
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1 8 M e n . F a c . E d n c . & H u m a n S ci e p c e s .

,
N ii g a t a U n i v .

,
γ ol .6

,
n o .1

ガ ラ ス 質テ フ ラ層 で ､ 層厚 3 - 6 c m ｡ 出雲崎町下

相田ル ー トに おい て は
､
K m - 1 テ フ ラ層の 280 c m 上

位に挟在し､ 層厚 4 c m (F ig . 2 0) o 常楽寺ル ー

ト に

おい て は､ K m - 1 テ フ ラ層の.4 m 上位に挟在 し､ 層

厚 4 c m ｡ 郷本川 ル ー ト で はK m - l テ フ ラ層の 4 m

上位に挟在し､ 層厚4 c m ｡

〔記載岩石学的特徴〕 ガラス 質で ､
ガ ラ ス はT b , T a

型の 多孔質型が多い( Fi g . 21) ｡ 有色鉱物は黒雲母が

圧倒的に多く, はかに斜方輝石 ､ ホ ル ン ブ レ ン ド､

ジル コ ン と少量の 自形の ザク ロ 石を含む ｡

〔火山ガラ ス の化学組成〕 その 組成をF ig . 2 4 に 示 し

た｡ A 1 2 0 3 が1 4 . 5 % 前後と高い値を示すこ とが特徴

的である｡

ll . 鹿島明神 3 テフ ラ層 ( K m - 3 ) (新称)

〔模式地〕 出雲崎町下相田ル ー ト.

〔層準 ･ 分布 ･ 産状〕 今回､ 出雲崎町下相田ル ー ー卜

におい て
､

･

K m - 2 テ フ ラ 層の 3 m 上位に挟在する白

色ガラス 質テララ薄層を見出した( Fi g . 2 2) ｡ これ を

K m - 3 と新称するo K m - 3 は極細粒砂 サ イ ズか ら

シ ル トサ イ ズ に級化 し､ 層厚 2 c m ｡ 小断層 で変位

して いる ｡ 常楽寺ル ー ト でもK m - 2 の3 3 0 c m 上位に

見出され､ 層厚1 , 5 c m ｡

〔記載岩石学的特徴〕 ガラス 質で ､
ガ ラ ス はやや薄

手の 偏平型ガ ラ ス が多く､ 平板状の ものも見られる

(F ig . 2 3) ｡ 有色鉱物は黒雲母とホ ル ン ブ レン ドが見

られる｡

〔火山 ガラス の化学組成〕 F ig . 2 4 に 示 した｡ K m - 2

の ガ ラ ス に 比べて A 1 2 0 3(1 2 . 0 - 1 2 . 5 % ) とK 2 0 ( 3 . 2

- 4 . 0 % ) が低く ､
T i O 2 ､ M g O ､ C a O が高い ｡

1 2 . 中永黒ズナチフ ラ層
′
( C k z) ( 黒川ほか ､

1 9 8 9)

〔模式地〕 中永ル - ト ( 三 島町 中永)

〔層準 ･ 分布 ｡ 産状〕 模式地 に おいて はK m - 2 の 8

m 上位に挟在する安山岩質の優黒質火山砂か らなる

テ フ ラ層 で ､ 層厚20 c m o 細粒砂か ら シ ル トサ イ ズ

に 級化す る｡ 柏 崎市曽地 峠西 方 で は, K m - 2 の

5 5 0 c m 上位に C k z- 1 (層厚 7 c m ) ( Fi g . 28) が､ そ

の2 5 0 c m 上位に C k z- 2 (層厚3 0 c m ) が挟在する o 中

央油帯にお い て はK m - 2 か らZ t g の 間には こ の よう

な優黒質の テ フ ラ薄層がしば しば挟まれ る｡

〔記載岩石学的特徴〕 優黒質の 火山岩片が多く､ 斜

長石､ 有色鉱物を含む｡ 有色鉱物は単斜輝石と斜方

輝石が多く ､ 少量の ホ ル ン ブ レ ン ドを含む ｡

1 3 . 地蔵峠結晶ガラス質テ フラ層 ( Z tg) ( 黒川 ･ 沢

栗､
19 9 0)

〔模式地〕 柏崎市曽地峠西方

〔層準 ･ 分布 ･ 産状〕 模式地 で はC k z- 2 の1 2 0 c m 上

位に 挟在し､ 層厚 8 c m ｡ 白色極細粒砂ない しシ ル

トサイズの テ フ ラ層で あるが ､ 同様の産状と多孔質

型ガラス が多く ､ 有色鉱物にホ ル ン ブ レ ン ドが多い

という記載岩石学的特徴を示すテ フ ラ層が近接した

層準に複数認め られる｡ 下相田ル -

ト ではZ tg - l は

K m - 2 の 8 m 上位 ( K m - 3 の 5 m 上位) に挟在し､

層厚1 2 c m ( Fi g . 25) ｡ 白色シ ル トサイ ズの ガラス 質

テ フ ラ層で ､ 泥岩層に 漸移する｡ Z t g - 1 の 2 m 上位

にZ tg- 2 (層厚 3 c m ) が ､ 5 5 0 c m 上位にZ t g- 3 (層

厚 7 c m ) が､ 7 m 上位にZ tg- 4 (層厚1 2 c m ) が見出

される｡ 常楽寺ル ー

ト で は､ K m - 2 テ フ ラ層の 7 m

上位にZ tg (層厚1 2 c m ) (Zt g- 1 ) が挟在するo Z t g

はこの はか中央油帯で は西山町物見山お よび地蔵峠

西 口でも見出されて い る｡ 西 山油帯の郷本川ル ー ト

に おい て は
､
K m - 2 の1 5 m 上位に見られる白色シ ル

トサイ ズのテ フ ラ層 (層厚 2 - 3 c m ) および K m - 2

の3 0 m 上位の 白灰タフ (S b) ( 層厚1 4 c m ) ( 徳橋はか､

1 9 9 9) がZ tg に対比される｡

〔記載岩石学的特徴〕 いずれもガラス は多孔質型が

多く, 丸ア ワ型も含まれ る ( Fi g . 2 6) ｡ 有色鉱物はホ

ル ン ブ レ ン ドが多く, 黒雲母､
斜方輝石 ､ 単斜輝石

と少量の ジル コ ン を含む｡

〔火山 ガラ ス の 化学組成〕 F ig . 29 に 示すよう にZ tg

の 各テ フ ラ層は明瞭なバ イ モ
ー

ダル な組成 を示 し､

か つ 相 互 に 区 別 が つ か な い ｡ M g O は0 . 2 5 % と

0 . 3 8 % 付近､ C a O は1 . 4 % と2 . 2 % 付近､
K 2 0 は2 . 5 %

と3 . 8 % 付近にそれぞれ集中点がある｡

1 4 . 常楽寺オバ コ ガラス 質テフ ラ層 ( J o b) (黒川 ･

沢乗､
1 9 90)

〔模式地〕 出雲崎町常楽寺ル ー ト｡

〔層準 ･ 産状〕 常楽寺ル ー トに おいて
､
Z t g- 1 テ フ

ラ層の1 1 m 上位に挟在するo 次に述べ る下相田ル ー

トのS i m pl テ フ ラ層との上下関係は確定で きないが,

K m - 2 テ フ ラ層か らの罪巨離が小 さい ことか らS i m pl

よりも下位で あると推測 され る｡ 白色極細粒砂 ない

しシ ル トサ イズの テ フ ラ層で ､ 層厚20 c m ( Fi g . 3 0) ｡

〔記載岩石学的特徴〕ガ ラ ス はやや薄手の H b ,
C b 型

が多く ､
b u b bl e-j u n c ti o n 型 のもの も見られ る ( Fi g .

3 1) ｡ 微量 の 高温型 石英を含む ｡ 有色鉱物は 黒雲母

と暗緑色 のホ ル ン ブ レ ン ドが多いが､ 斜方輝石の は

か ザ ク ロ 石 ､ 単斜輝石 ､ 鉄鉱物､ 酸化ホ ル ン プ レ ン
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3 i s 2 c m th ic k (l eft

u p w a r d s) .

F ig . 2 3 . C o m p o n e n t s of th e K m
1 3 T e p h r a a t J o r a k uji . Pla t y gl a s s sh a rd s a r e ch a r a ct e ri stic .
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1 T e p h r a B e d at S hi m o ai d a . T h e Z t g
-

1 is 1 2 c m th i c k
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u p w a rd s) .
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2 4 M e m . F a c . E d u c . & H u m a n S c i e n c e s .
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ド, りん灰石, ジ ル コ ン , ト レモ ラ閃石を含む ｡

〔火山 ガラ ス の化学組成〕 Fi g . 36 に示 した｡ F e O が

1 . 3 - 2 . 6 % 程度と比較的高い値を示す｡ また‰0 は

1 . 5 - 3 . 5 % 程度である｡

15 . 下相田バ ミス 質下テフ ラ層 (Si m pI) (新称)

〔模式地〕 出雲崎町下相田ル ー ト.

〔層準･ 産状〕 出雲崎町下相田ル ー トにおい て
,
Zt g

- 4 テ フ ラ層の 7 m 上位に挟在 し, 層厚2 0 c m ｡ 白色

ガラ ス 質テ フ ラ層で , 極細粒砂からシ ル トサイ ズに

級化する (F ig . 3 2) 0

〔記載岩石学的特徴〕 ガラス はⅢa , H b 型が多く,
辛

板状のものも見られるが ,
T t)型も含まれる( F ig . 33) .

やや多く褐色ガラス を含む｡ 有色鉱物は斜方輝石 ,

ホ ル ン ブ レ ン ド
, 黒雲母, 単斜輝石とチタ ン鉄鉱を

含む ｡

〔火山ガラス の 化学組成〕Fi g . 36 に 示 した｡ T i O 2 が

0 . 1 2 - 0 . 3 2 %
,
M g O が0 . 1 7 - 0 . 23 % と比較的高い値

を示す｡ K 2 0 は2 . 4 - 3 . 6 % 程度であるo

1 6 . 下相田バ ミス 質テフ ラ層 (Si m p) (新称)

〔模式地〕 出雲崎町下相田ル ー ト｡

〔層準 ･ 産状〕 出雲崎町下相 田ル ー ト に お い て､

Si m pl テ フ ラ層の2 50 c m 上位 に挟在する｡ 白色バ ミ

ス質ない しガラス 質テ フ ラ層で, 層厚1 00 c m ( Fi g .

3 4) ｡ 細粒砂サイ ズから中粒砂サイズ へ ､
そ してシ

ル トサ イズ へ と逆一正級化 し, 中部には径 2 m 前

後の バミス 片を含む｡ 最上部に は平行ラミナが認め

られる｡ こ の よう な産状か ら､ Si m p は海底を流れ

下 っ て堆積した重力流堆積物であると考えられる｡

〔記載岩石学的特徴〕 ガラス はE b , H a . T b 型が多

い( Fi g . 35) ｡ や や多くの褐色ガラ ス と少量 の高温型

石英を含む ｡ 有色鉱物は斜方輝石 ､
ホ ル ン ブ レ ン

ド
､ 単斜輝石 ､

チ タ ン鉄鉱､ 黒雲母の 放か少量の ジ

ル コ ン を含む｡

〔火山ガラス の化学組成〕 F ig . 36 に 示 した｡ ガラス

の 組成 はS i m pl と頬似 した 値を 示す. K 2 0 は2 . 3
-

2 . 8 % 程度である｡

1 7
, 下相田 上 テ フラ層 ( Si m u) (新称)

〔模式地〕 出雲崎町下相田ル ー トo

〔層準 ･ 産状〕出雲崎町下相田ル ー ト におい て
､
S i m p

テ フ ラ層の 2 m 上位に挟在する｡ 白色の ガ ラ ス 質テ

フ ラ層で , 層厚4 0 c m ( F ig . 3 7) ｡ 細粒砂サ イズから

極細粒砂サイ ズ へ 級化し､ 偽磯を含む｡ ､

〔記載岩石学的特徴〕 ガ ラス は偏平型と多孔質型が

2 5

多いが､ ガラス質火山岩片もかなり含まれる ( Fi g .

3 8) ｡ 少量の 褐色ガラス を含む｡ 有色鉱物は ホ ル ン

ブ レ ン ド
､ 黒雲母, 斜方輝石と少量 の単斜輝石を含

む ｡

18 . オJくコ ガラス 質テフ ラ層 ( O b g) ( 黒川はか､

1 9 87)

〔模式地〕 西 山油帯の寺泊町 山田北方60 0 m の 海岸

沿い ｡

〔層準 ･ 分布 ･ 産状〕 西山油帯で はK 皿 テ フ ラ層の

8 0 m 程度上位に挟在する｡ 細粒砂ない しシ ル トサイ

ズの ガラス質テ フ ラ層で, 層厚13 c m ( Fi g . 39) ｡ 出

雲崎町下相田 ル ー

トでは ,
S i m u テ フ ラ層に 小断層

で接触してそ の上位に見出される｡ C b g の 約30 m 下

位｡ 青白色の ガラス 質テフ ラ層で , 層厚1 8 c m (F ig .

4 1 , Fi g . 4 4) ｡ 極細粒砂サイ ズか らシ ル トサイ ズ へ

級化する｡

下相田では沢の中の はか道沿い にも露出する｡

〔記載岩石学的特徴〕 西山油帯のもの ( Fi g . 40) も

下相田のもの (F ig . 4 2) もガラ ス はC b , H b , T b .

H a 型が多い ｡ 有色鉱物は黒雲母とホル ン ブ レ ン ド

が多く, ホ ル ン ブ レ ン ドは褐色のもの が多いが ､ 青

緑色のものも少量見られる｡ はか に斜方輝石 , 単斜

輝石､ ジ ル コ ン とりん灰石を含む ｡

〔火山ガラスの 化学組成〕 Fi g . 2 4 に 示 したよう に ､

C a O が低い(0 . 35 - 0 . 4 5 % ) . こ の ような特徴は模式

地 の ガラ ス の組成でも確認できる｡ 下相田の O b g の

ガラ ス の分析値をT a bl e l に表示 した ｡

19 . オ′くコ バ ミ ス 茸テ フ ラ層 ( O b p) (黒川はか ,

1987)

〔模式地〕 西 山油帯の 寺泊町山 田北方600 m の海岸

沿い｡

〔層準 ･ 分布 ･ 産状〕 模式地 に お いて ,
O b g の 5 m

上位に 見出され る｡ 径 2 - 4 c m の バ ミ ス 片をラ ミ

ナ状に 含む テフ ラ層で, 層厚52 c m ｡ 中央油帯の 出

雲崎町下相田ル ー トでは ､ O b g の 6 m 上位に挟在し,

極細粒砂か らシル トサイズに 級化する白色ガラ ス 質

テフ ラ
.

(層厚1 5 c m ) ( O b p s) が この層準に相当する｡

また寺泊町 郷本川 ル ー ト で はK 皿- 2 の8 0 m 上位,

G s r の5 0 m 下 位 の 椎 谷層 上 部 に 郷本 川 姉 妹 タ フ

( G m s) (徳橋ほ か, 1 9 9 9) が挟在する｡ G m s は極細粒

砂サ イズガ ラ ス 質の G m s - 1 (柿) (層厚1 6 c m ) とそ

の20 c m 上位の G m s - 2 (妹) ( 層厚8 c m ) からなる｡

G m s もその挟在層準と記載岩石学的特徴か らO b p の

層準に相当すると考えられる｡
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〔記載岩石学駒特徴〕模式地のO b p は多孔質型ガラ

スが多く,
少量の褐色ガラス ない しガラス 質火山岩

片を含む. 有色鉱物はホル ン ブ レ ン ド,
- 斜方輝石 ､

鉄鉱物, 単斜輝石が多い ｡ 下相田の O b p s は ､ やや薄

手の多孔質型ガラス が多く､

'Eまか に偏平型も含まれ

る｡ 少量の褐色ガラス を含む｡ 有色鉱物は斜方輝

石 , ホル ン ブ レン ド､ 鉄鉱物が多く, はかに単斜輝

石 , 褐れん石 , ジ ル コ ン を含む ｡ G m s- 1 はやや薄手

の多孔質型ガラスが多い が, 偏平型も含まれる. 少

量の褐色ガラス を含む ｡ 有色鉱物は斜方輝石と単斜

輝石が多く､ 少量の 鉄鉱物とホ ル ン ブ レ ン ドを含

む｡ G m s
- 2 は ガラ ス 質火山岩片が多く､

.
有色鉱物

に黒雲母が多い ｡

a) . 夏戸ラ ミネイティ ツ ドゴマ シオテフ ラ群 (Nlg)

(黒川はか､ 1 987)

〔模式地〕 寺泊町夏戸

〔層準 ･ 分布 ･ 産状〕 椎谷層上部｡ ホル ン ブ レ ン ド

の結晶に富むラミ ナの発達したテ フ ラ層で､ 模式地

では4 層の組層である｡ 寺泊町夏戸から志戸橋南方

まで ､ 西山油帯北部で よく連続する. 郷本川ル
ー ト

に お いて ,
K m - 1 の1 35 m 上位 に挟在する座長タ フ

(z c) (層厚45 c m ) ( Fi g . 4 5) (徳橋 は か ,
1 999) もN l g

( N l g1 2 ) に対比される. またZ c の60 c m 下位の踊り

子姉妹タ フ ( O s m ) ､ お よび380 c m 下位の ゴ マ シオ状

テ フラ層 (層厚1 5 c m ) ( N l g- 1 ) およびZ c 直上の フ ジ

三姉妹タ フ ( F m s) やその約 5 m 上位の 郷本兄弟タ

フ ( G k d -1 , G k d - 2 ) は いずれもホ ル ン ブ レ ン ド結

晶を多く含む ガラス 結晶質テ フ ラ層で､ N l g に対比

されるo 兄 ( G k d - 1 ) (層厚73 c m ) がN l g- 3 に ､ 弟

( G k d - 2 ) (層厚26 c m ) がN l g - 4 に相当する｡ 中央油

帯で は出雲崎町吉川か ら小木ノ城背斜西巽では西 山

町の北陸自動車道下まで , 東巽では西山町妙法寺南

方付近の稜線まで 追跡される (黒川
･ 沢粟,

1 990) 0

中永ル ー トではス ノ - シ ェ ッ ド上におい て､ 4 層組

の テフ ラ層である｡ N l g- 1 (層厚25 c m ) の2 2 c m 上

位にシ ル ト層を挟んでN l g- 2 (層厚5 5 c m ) が挟在す

る. その28 c m 上皮にN l g- 3 (層厚320 c m ) が , そ の

3 5 c m 上位にN l g - 4 ( 層厚1 3 0 c m ) が挟在する.

〔記載岩石学的特徴〕 い ずれ も火山岩片と斜長石結

晶や有色鉱物が多い ｡ 含まれるガ ラ ス はやや薄手の

多孔質型である｡ 有色鉱物はホ ル ンブ レ ン ドが多く

( Fi g . 4 6) ､ 斜方輝石 ､ 単斜輝石､ 鉄鉱物, 酸化ホ ル

ン ブ レ ン ドの はか ､ 黒雲母､
りん灰石 ,

カ ミ ン グト

ン 閃石 を含む ことがある｡

〔火山ガ ラ ス の化学組成〕 Fi g . 1 9 に 示 した ｡ N l g- 3

とNl g - 4 と は頬似 した 値 を示 し, T i O 2 が0 ･ 15
-

o . 35 % と 比較的高い 値 を 示す｡ またN a 2 0 は2 . 8
-

3 . 3 % 程度､ K 2 0 は2 . 7 1 3 . 4 % 程度で ある｡

2l . 中永青白色ガラス 茸テ フ ラ層(C b g) (黒川は

か
､
1989)

〔模式地〕 三島町中永の シ ェ ッ ドの上｡

〔層準 ･ 分布 ･ 産状〕 椎谷層最上部､
N l g - 4 の30

-

7 00 c m 上位に 挟在す るo 模式地 で はN l g の1 2 0 c m 上

位に 挟在 し, 層厚2 4 c m ｡ 中央油帯で よく連続し,

出雲崎町吉川か ら小木ノ城背斜東巽で は柏崎市菊尾

(吉井黒川ル
ー ト) まで, 西巽では柏崎市曽地 (層

厚2 4 c m ) ( Fi g . 4 7) ま で 追跡 され る (黒川 は か､

1 992 b) ｡ 西 山油帯で は郷本川 ル
ー ト に お い てZ c の

6 m 上位に挟在する郷本白雪姫タ フ ( G s r) ( 徳橋は

か
､
1 999) (層厚2 5 c m ) ( Fi g . 4 3) がC b g に対比される｡

やや青味をおびたガラ ス 質テフ ラ層で , 極細粒砂か

らシ ル トサイ ズ に級化する ユ ニ ッ トが 2 回線り返

す｡ 下位の ユ ニ ッ ト ( 7 c m ) の基底には弱い平行ラ

ミ ナが見られる｡ また上位の ユ ニ ッ ト (1 7 c m ) の基

底に は弱い ク ロ ス ラミ ナが認め られる｡ 中永で は

N l g- 4 の1 20 c m 上位に挟在し､ 層厚2 5 c m ｡ そ の 上位

の凝灰質シル ト層も青みを帯びてい る｡ 出雲崎町大

釜谷では層厚21 c m で ､ そ の上位に も層厚 2 - 1 0 c m

の青灰色ガラス質テ フラ層が 5 層重なる(東川はか,

1 9 89) . 下相田ル ー トで は道路の曲り角に位置し,

層厚1 2 c m ｡

〔記載岩石学的特徴〕 ガラス 質で, ガラ ス は薄手の

偏平型と T b 型が混在 してい る (F ig . 4 8) ｡ 少量の褐

色ガラス を含む ｡ 有色鉱物は少ない が, ホ ル ン ブ レ

ン ド､ 斜方輝石 , 黒雲母, 鉄鉱物､ 単斜輝石の はか,

少量 の褐れん石 ､
りん灰石 ､

ジ ル コ ン ､ ア ル かノ角

閃石 ,
電気石を含む ｡

〔火山ガラス の化学組成〕F ig . 2 4 お よびT abl e 2 に 示

した｡ 後述の ように ア ル が｣ とF e O (2 . 4 - 2 . 9 % 程

皮) に富み ,
C a O に乏しい ア ル がノ流紋岩質の組成

を示す｡

中央 ･ 西山油帯の テフラ層からみた

鮮新世前期の火山活動の変遷

1 . 椎谷層の 堆積速度とテフ ラ層の 年代の推定

最初に中央 ･ 西 山油帯における椎谷層の テ フ ラ層

の年代を推定する. 郷本バ ミ ス 質テ フ ラ層 ( G tp)

の年代に つ いて は, 郷本川ル
ー

トにお いて ､ 花方は

か (2 0 0 1) は M )
'

ll)
'

a m L
'

a e ch )
'

g o e n s)
'

s の 初出現層準の
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直上 に ある こ と や 放 散虫 化石 帯 S tyl a c o n ta n
'

u m

a c q ul
'

l o n )
'

u m z o n e/ S p o n g uz
I

U S P y l o m a tl
'

c u s z o n e 境

罪(5 . 2 M a) がG tp テ フ ラ層の 前後に推定されること

から
､ そ の年代を5 . 2 M a か それよりわずかに新しい

程度であると推定 して いる
｡
したが っ て ､ 本論では

G t p の年代を5 . 2 M a とする｡
一

方､
G t p より上位の椎

谷層の テ フ ラ層の年代を推定する確定的なデ ー

タは

ないの で
､
地層の堆積速度からおおよその年代を推

定することにする｡ すなわち､ 中央抽帯の長岡市八

石山北の 西山層の泥岩層にお いて､ 約3 . 9 M a とされ

てい るZ n p ( Y l g) テ フ ラ層 (樋口 ･ 黒川 ､ 20 03) の

約2 7 m 上位に約3 . 6 M a とされるY m p ( Oj w - 1 ) テ フ

ラ層(黒川､
1 999) が挟在してい る( 黒川はか､ 2 002) ｡

したが っ て この 間の 平均堆積速度は2 7 m / 0 . 3 m . y .

= 9 c m / 1 0 00 y e a r と なる｡
一

方, 中央油帯の 中永

ル ー

ト にお い て は
､
C b g テ フ ラ層の 約5 5 m 上位に泥

岩優勢砂泥互層を挟んでZ n p ( Y l g) テ フ ラ層が挟在

して い る. 中永ル -

ト のC b g - Z n p 間の 堆積速度を

八 石 山北のZ n p - Y m p 間の 堆積速度の1 . 5 倍程度と

考えれば､ C b g テ フ ラ層の年代はお およそ4 . 3 M a と

見積もられる｡

さて中央油帯の常楽寺ル ー

トや下相田ル ー トにお

いては
､
G t p より上位の 椎谷層の全層厚は360 m 前後

であり, K m - 1 テ フ ラ層はG tp より約300 m 上位に あ

る｡
一 方

,
西山油帯の郷本川ル ー

トにお いては
, 樵

谷層の 全層厚は3 0 0 m 前後で あり､ K m - 1 テ フ ラ層

は椎谷層の 基底よ り約1 4 5 m 上位で ある｡ したが っ

て
,
G t p と K m - 1 の 間の地 層の 厚さとK m - 1 より上

位の 地層の 厚さを比べ ると
､ 中央油帯では3 0 0 m :

6 0 m - 8 3 : 1 7 で あり
､
西山油帯北部の郷本川ル ー ト

で は1 1 5 m : 1 5 5 m - 4 3 : 5 7 となり､ そ の 比が逆転し

て い る. すなわ ち,.′K m - 1 より下位の椎谷層は中央

油帯の 方が郷本川 ル ー

トよりも厚く
､
K 皿- 1 より上

位の 椎谷層 は郷本川ル ー

ト の 方が厚い｡ こ の こ と

は
､ 中央油帯にお いては椎谷層の層相は況岩層また

は泥岩優勢砂泥互層で､ おおむね 一 定した堆積速度

が想定 され る｡ これに対し､ 西山油帯の郷本川ル ー

ト で はK m - 1 より下位で は特に 厚い泥流堆積物な

どに よる地層の 削剥の可能性も考えられ
､
またK m -

1 より上位で は主 として 砂岩優勢砂泥互層で あり､｣
西 山油帯で は､ 結果と して の地層の堆積速度は中央

油帯よりも -

定 して い ない と考えられる｡ したが っ

て ､ 今 臥 椎谷層の テ フ ラ層の年代を推定するの に
,

中央抽帯に おける椎谷層の堆積速度を
一

定と仮定 し

て ､ 地層の厚さ で按分 した去

前述の よう に ､ 椎谷層の 下限の年代は 約5 . 3 M a ､

G t p の 年代は約5 . 2 M a
､
上限に相当するC b g の 年代

は約4 . 3 M a と推定される｡ 中央油帯下相田ル ー トに

お い て
､
G t p からC b g までの 厚さ は約36 0 m であり､

こ れか ら平均堆積速度は36 0 m / 0 . 9 m . y .

- 4 0 c m /

1 000 y e a r と な る｡ した が っ て 瓦m -1 の 年代は4 _ 5 M a

前後と推定 される｡ 同様 に して, J s p は4 . 8 5 叩a 前

後､ N o b は4 . 6 5 M a 前後,
C pll は4 . 5 5 M a 前後

,
O b g は

4 . 4 M a 前後の 年代が推定される｡ 一

方､
西山油帯の

郷本川ル ー トに おいて はK m 1 1 の年代を4 . 5 M a とす

ると
､ それより下位の椎谷層の みかけ上の平均堆積

速度は1 4 5 m / 0 . 8 m . y .
- 1 8 c m / 1000 y e ar ､ K m - 1 よ

り 上 位 で は1 4 0 m / 0 . 2 m . y .

- 7 0 c m / 1 0 00 y e a r と な

る. ま た こ の 平均堆積 速度を用 い る と
､
M k p は

5 . 1 M a 前後､ S m p は4 . 8 M a 前後の 年代が推定 され

る｡

2 . 椎谷期 (5 . 3 -

4 . 3 M a) のテフ ラ層の挟在頻度

中央 ･ 西山油帯の椎谷層に は, 前述の ように
､
20

数層の テ フ ラ層が認め られる｡ したが っ て
､ そ の平

均挟在頻度は 4 - 5 万年に 1 層ということ になる.

これをその上位の浜忠期(4 . 3 - 3 . 4 M a) と比べ ると､

浜忠層に はおおよそ1 0数層の テフ ラ層が認められ る

ことか ら
､
6 - 7 万年に 1 層とい うことに なり

､
は

ぼ同程度であるが ､ 椎谷期のはうがやや多い ｡ なお

椎谷期および浜忠期の 主 なテ フ ラ層の 主要有色鉱

物､ 火山ガラ ス の K 2 0 量 ､ およびC a O 量をFi g . 4 9 に

示 した｡ こ の地域に見られるテ フ ラ層か ら､ 椎谷期

の 前半 (約5 . 3 M a か ら約4 . 7 M a) と後芋 (約4 . 7 M a

か ら約4 . 3 M a) で 次の よう な時間的変遷が読み取れ

る｡

(1) 椎谷期前半 (約5 . 3 M a か ら約4 . 7 M a)

こ の期間の テ フ ラ層の 挟在頻度は低い ｡ また降下

テ フ ラ層ははとんど認められず､
海底を流れ下 っ て

堆積 した厚い テ フ ラ層が特徴的である｡ 主 なテ フ ラ

層はG tp ､ M k p ､ J s p ､ S m p で ､ おおよそ1 5 万年に 1

テ フ ラ層 (複数の ユ ニ ッ ト) の 頻度と なる｡ 岩質的

に は角閃石類と斜方輝石 ､ それに黒雲母をともなう

テ フ ラが多い
｡

(2) 椎谷期後半 (約4 . 7 M a か ら約4 . 3 M a)

こ の期間のテ フ ラ層の 挟在頻度は高く ､ 約4 0 万年

間に2 0 層程度が見出される｡ すなわちその挟在頻度

はおおよそ 2 万年に 1 層で あり, 魚沼層野中部累層
下半部 (約1 . 6 M a か ら約1 . 3 M a) の挟在頻度に 匹敵

する｡ ただ し層厚3 0 c m 以下め薄い 降下 テ フ ラ 層が

多い ｡ 海底を流れ下 っ て 堆積したテ フ ラ層はC pll ,

S i m p ､ N lg などで数少ない ｡
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岩質的に はこの時期に なると有色鉱物に黒雲母が

多いテ フ ラ層が複数見 られ るよう になり､ またホ ル

ン ブ レ ン ドが多い テ フ ラ層も見られるよう に なる｡

さらに ､ 椎谷層･o) 最上部には, 野外で青み を帯びた

特異なア ル カリ流紋岩質のC b g テ フ ラ層が見出され

る｡ こ のような色調を示すテ フ ラ層は, 新潟地域の

鮮新統 - 下部更新統か らは他に知られて い ない ｡ 以

下､ 岩質ごとにその特徴を述べ る｡

a . 有色鉱物に黒婁母が多い テフ ラ

これ に はN o b - 1 を 最初と して ,
N o b- 2

､
C p ll ,

K m - 2 ､
K m - 3

､ J o b , O b g が相当し, 年代的にはお

およそ4 . 7 M a か ら4 . 4 M a の 間に ある｡ 浜忠期以降,

y a- 5
,
Z n p ､ Y m p ､ N ym ,

F tj ､ S K l l O な ど黒雲母

を多く含み, か つ 火山 ガラ ス の K 2 0 量が4 . 5 % 程度

を越える広域 テ フ ラ層が中央日本に知 られ て い る

が
､ 椎谷期の上述の テ フ ラ で K 2 0 量が4 . 5 0/ . 程度を
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越えるの はK m - 2 とO b g である. K m - 2 (約4 . 5 M a)

は
,
Z n p な どの A 1 2 0 3 量がお おむね1 2 . 5

-

1 3 . 5 % で

あるの に対し, 1 4 . 4 % 前後と高く､ また有色鉱物と

し て 自 形 の ザ ク ロ 石 を か な り 含 む な どp e r -

al u m in o u s な 特 徴 が 顕 著 で あ る. ま た O b g
･

( 約

4 . 4 M a) はZ n p ( 約3 . 9 M a) など上述の 一 連の広域テ

フ ラ層とガラス の 化学組成は矯似する, しかしC a O

は0 . 4 % 程度と これらの中でも低い値を示す｡ なお

佐渡島の 中山層に はK m -

1 に 対比され るN k m テ フ

ラ層の 7 m 上位の 中山ガラス 質テ フ ラ層 ( N k y) (層

厚18 c m ) やN k m の約1 0 m 上位の中山白色ガラ ス 質テ

フ ラ層 ( N b k) ( 層厚9 c m ) もC a O が0 . 35 -

0 . 5 0 % 程

度と低く ( 黒川 ･ 富田､ 1995) ､ こ の時期の テ フ ラ

層の特徴の
一

つ であると考えられる｡ またO b g の ガ

ラス はN a 2 0 - 3 . 4 % 前後,
K 2 0 - 5 . 3 % 程度と ア

ル カリがやや高いo

b . 有色鉱物にホル ンブレン ドが多いテ フラ

有色鉱物 に ホ ル ン ブ レ ン ドが多い テ フ ラ と して

艮m 1 1
､
Zt g ( 複数層) およびN l g (複数層) が椎谷

層後半に合計10 層近く見られ､ こ の時期の
⊥
っ の特

徴と な っ て い る｡ またZ t g や Nig など複数層か ら構

成されるテフ ラ層は､ それぞれ記載岩石学的にも､

ガラス の化学組成 (Fi g . 29
, .
Fi g . 1 9) も類似し､ そ

れぞれ同 一

の マ グ マ 起源で あると考えられる｡

c . ア ル カリ流紋岩質テフ ラ - C b g
-

椎谷層の最上部に挟在する中永青灰色ガラ ス 質テ

フ ラ層 ( C b g) は野外で特有の 青灰色を示す (Fi g .

43) o C b g の ガラ ス の組成は ア ル カリ流紋岩質で あ

る ( Fi g . 2 4
,
T a bl e 2 ) ｡ すなわち ､

S i O 2 は74 % 前後

で ､
K 2 0 が5 . 4 % 程度

､
N a 2 0 が3 . 7 % 程度で､ 総ア ル

那) 量( N a 2 0 + K 2 0) は9 . 1 % 程度である｡ またF e O

は2 . 6 % 程度 で ある｡ そ の
一

方､ C a O は0 . 37 % 2 程

度､ M g O は0 . 03 % 程度と低い｡ こ の ようなガラス の

化学組成 はいずれもア ル か｣ 流紋岩の特徴に合致す

る｡ C b g は郷本川 ル ー ト か らそ の 南方約2 0 k m の 柏

崎市曽地 ( Fi g . 4 7) ま で層厚は2 0 - 3 0 c m 程度で系統

的な側方変化を示 さず, か つ 細粒である ことか ら遠

来の降下テ フ ラで あると考えられ る ｡ こ の テ フ ラの

給源は特定で きないが
､

一

つ の可能性として 島根県

隠岐島などが考え られよう｡

d . 有色鉱物に斜方輝石が多いテフ ラ

これ にはS i m pl およびS i m p が相当する｡ 有色鉱物

と して斜方輝石の はか , ホ ル ン ブ レ ン ド､ 黒雲母
,

単斜輝石 などを含んで いる ｡ これらの テ フ ラの 火山

ガラス は ( a) の 黒雲母が多い テフ ラ にくらべ てK 2 0

が2 . 3 - 3 . 0 % 程度と低い ｡ またそれ らに くらべ て

T i O 2 , F e O ､ M g O ､ C a O が高い傾向が ある ｡

e . 有色鉱物に斜方輝石 ･ 単斜輝石が多い テフ ラ

これに はS i m a
､ J g lc ､ C k z ( 複数層) が ある｡ こ

れらはガラス 結晶質で
,
火山岩片を多く

'

含む｡ これ

らは4 . 6 - 4 . 4 M a 付近の層準に集中してい る｡

ま と め

1 . 新潟県中央 ･ 西山油帯の椎谷層 (5 . 3 - 4 . 3 M a)

の テ フ ラ層2 0 数層に つ い て､ そ の層準､ 産状お よ

び記載岩石学的特徴および火山ガラ スの化学組成

に つ い て検討 し, テ フ ラ層序を確立 した｡ また

E 皿- 3 など新た なテ フ ラ層を数層記載したo

2 . 椎谷層の厚さは ､ 中央油帯で は鹿島明神 1 ( K m

- 1 ) テ フ ラ層より下位の椎谷層がその上位よりも

厚いの に対して ､ 西山油帯 (郷本川ル -

ト) では

この 関係が逆転して い る｡ 中央油帯に おける椎谷

層の 平均堆積速度は4 0 c m / 1000 y e a r で ある｡

3 . 椎谷層中の テ フ ラ層の挟在頻度はその前半 (5 . 3

- 4 . 7 M a) で は 少 な い が､ そ の 後半 (4 . 7 M a -

4 . 3 M a) ではおおよそ 2 万年に 1 層の割合で見出

される｡ ただ し薄い降下テ フ ラ層が多い ｡

4 . 岩質的には種々 の もの が存在する｡ 有色鉱物に

黒雲母が多い テフ ラ層は4 . 7 M a 前後の N o b より上

･ 位に多い ｡ 椎谷層上部の O b g (4 . 4 M a 前後) はC a O

が0 . 4 % 程度の低い 値を示す｡ また椎谷層最上部

(4 . 3 M a 前後) に はア ル か) 流紋岩質のC b g が見

出される｡ C b g テ フ ラ層は野外で青灰色を示す特

徴的なテ フ ラ層である｡
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